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⑨s 質  問



























記号 教科 学  年 指 導 者 単 元 名 実施期日
A 社会 筑 波 大 附属小 学 校 6年
筑波大学附属有田和正氏
小学校(当時)(A.K.)江戸時代の農民のくらし 1984年12月1日
B 社会 鳥取大附属小学校 6年
鳥取大学教育実習生(男)
教育学部  (NT)「聖武天皇と奈良の大仏」 平成 5年5月25日
C 社会 鳥取市稲葉山小学校 6年
鳥取大学教育実習生(男)
教育学部  (Y.A.)「聖武天皇と奈良の大仏」 平成 5年5月
26日
D 社会 鳥取 大 附 属小学 校 4年
鳥取大学教育実習生(女)
教育学部  (YK)水道を広げる 平成3年6月6日
E 社会 鳥取市米里小学校 4年
鳥取大学教育実習生 (男)
教育学部  (K.K.)水道を広げる 平成3年6月
4日
F 理科 鳥取大附属小学校 4年
鳥取大学教育実習生 (女)
教育学部  (YK!)チョウの一生 平成3年5月22日
G 理科 鳥取 大 附 属小学 校 4年
鳥取大学教育実習生(女)





















① 感情を受け入れる 6 0
② ほめる。はげます 2 2 5 0




⑦ 批判や正当化 0 0 0 0 0 1
③ 応答する
③N 自主発言
⑨T つけ力日え 2 7 0 7
⑨s 質  問 0 0 1
③H 反  対 0 0





























% % % % % % % %
教 師 発 言 率 教師発言(①～⑦)全発言(①～⑫) X100






教 師 作 業 率 ①
×100
全発言 2 8
生 徒 作 業 率 ⑫
×100
全発言 6

















































初 発 的 喚 起
学習課題設定
追 究 意 欲 的 喚 起
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